
複言語キッズの「できる」をあつめよう！ 
 
 
 
 
 

日時：2015 年９月６日（日）参加費無料 

10：30～17：00（受付開始 10 時） 

会場：国際交流基金ケルン日本文化会館  

 (Universitätsstraße 98,  50674 Köln) 

 

●ワークショップ内容● 

複数の言語をもつ海外在住の子どもたち（複言語キッズ）は、日本語を使って何が「できる」でしょうか。ワ

ークショップでは、ヨーロッパにおける言語教育フレームワークである CEFR の考え方をもとに、子どもたち

の「できること」に注目した「こども Can Do」について一緒に考えます。日々、子どもたちの成長を見守っ

ているみなさんとともに複言語キッズの多種多様な〈言語能力〉と〈言語活動〉の実態に目をむけ、子どもた

ちの今「できること」・近い将来「できるようになってほしいこと」について具体的な「Can Do」をリスト

アップしていきます。（ワークショップで集まった「Can Do」の利用については後記「チーム・もっとつなぐ」

のめざすものをご覧ください。） 

●講師プロフィール● 

奥村三菜子（おくむら・みなこ） 

日本語教育・年少者日本語教育専門。1999 年渡独。ボン大学およびケルン日本文化会館等において日本語教育

を行うと同時に、日本語補習授業校講師を務める。2000 年頃から CEFR の実践に携わり、欧州各地で CEFR に

関する教師研修やワークショップを行う。2013 年の日本帰国後もお茶の水女子大学、環太平洋大学短期大学部

において CEFR 理念を応用した言語教育を実践。2015 年 3 月に短大を退職。現在はヨーロッパ日本語教師会の

CEFR プロジェクトのメンバーとして書籍執筆中。日本国内では地域の多文化共生に関する活動に関わっている。 

●参加対象者● 
複言語キッズに関わりのある方・興味のある方で、「事前課題」に取り組んでいただける方ならどなたでもご

参加いただけます。日本語教育や Can Do に関する前知識は必ずしも問いません。 

●事前課題● 
『つなぐ』（下記参照）未読者の方は、継承語教育の視点から CEFR を説明している「巻頭エッセイ」２点のみ抜

粋した電子版をお送りしますので、参加前にご一読いただけますようお願いします。既読の方も同２点の再読をお

願いいたします。 

 

国際交流基金ケルン日本文化会館・〈チーム・もっとつなぐ〉共催 / 日本文化普及センター後援 

〈もっとつなぐ〉プロジェクト 

複言語キッズの日本語習得・日本語継承をサポートする 

 ワークショップ「こども Can Do」 
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●「チーム・もっとつなぐ」 
 

 2014 年 11 月、複言語キッズの日本語の習得と継承を考える冊子『つなぐ ―わ

たし・家族・日本語―』 ( 以下『つなぐ』）が、公益法人 日本文化普及センター

（刊行時の名称は日本文化言語センター）より刊行されました。 

 『つなぐ』は、その巻頭エッセイにおいて、ヨーロッパ発祥の「複言語・複文化

主義」という理念、そして言語教育の枠組みとしての「CEFR」を紹介しています。

〈できること〉を評価するとともに〈得意なこと〉を大切にし、〈わたしのこと

ば〉を育てていきながら、〈自分で・自律的に〉そして〈生涯〉学びつづけること

を重視する CEFR という枠組みは、海外に住む子どもたちの 「ことば（日本語）

の学び」のあり方を考えていくうえで、一つの大きなヒントを提示しています。 

 この提示をさらに具体化するため、2015 年 3 月に有志が集まり「チーム・もっ

とつなぐ」を立ち上げました。そしてこの度、国際交流基金ケルン日本文化会館と

の共催で、ワークショップ「こども Can Do」を実施する運びとなりました。今後は、同様のワークショップをドイ

ツ各地で開催し、広く集めた Can Do をもとにＣＥＦＲの評価レベルと対応したポートフォリオ作成をめざしていき

ます。 
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企画運営： アドバイザー  奥村三菜子（元ボン大学専任講師、専門：日本語教育・年少者日本語教育） 

  オブザーバー 国際交流基金ケルン日本文化会館日本語教育専門家 

  チーム・もっとつなぐ 
      勝部和花子（日本文化普及センター日本語講師、フランクフルト大学非常勤講師） 

札谷緑 （ドイツＶＨＳ日本語講師の会ヘッセン州支部代表、ギーセン大学非常勤講師）  

      松尾馨  （シュタインバート・ギムナジウム教員、こども日本語クラブでんでんむし主宰） 

    三輪聖 （ハンブルク大学日本学科専任講師） 

後援：  日本文化普及センター（フランクフルト） 

協力(順不同)： アスク出版 

JPT Europe Ltd. (JP Books)  

冊子表紙。 A4 版 4 色刷 150 頁 

 

お申込みは、記入必須事項（次頁）を明記の上、 

7 月 31 日（金）までに kurse@jki.de へ 

 

 お申込みの際は以下の５点を必ずご明記ください。 

①お名前（日本語およびローマ字表記）②ご連絡先（メールアドレスまたは電話番号） 

③冊子『つなぐーわたし・家族・日本語』の既読・未読 ④懇親会への参加・不参加 ⑤交通費補助希望の有無 

昼食は、各自でご持参ください。 

ワークショップ終了後、ケルン中央駅近くで懇親会を行います（費用各自負担。18.00～）参加者であれば、どな

たでもご参加いただけますので、情報交換・交流の場としてご利用ください。 

交通費補助（国際交流基金 ケルン日本文化会館より支給）は遠方から自費参加の方が対象です（ただし、ドイツ

国内および国際交流基金海外拠点のない国からの参加者に限る）。補助額は、ケルン日本文化会館より直線距離で

１００km 以上かつ２００km 以内//１５EUR；直線距離で２００ｋｍ以上//３０EUR です。 

 

 

http://www.jpbooks.co.uk/jp/
http://www.japanisch-kulturzentrum.de/
http://www.ask-books.com
http://www.jki.de/jp/home.html

